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社協だよりは赤い羽根共同募金の配分を受け作成しています

編

集

後

記

　
12
月
を
迎
え
、
今
年
も
忘
年
会
の

シ
ー
ズ
ン
が
来
ま
し
た
ね
。�

　
忘
年
会
は
、
１
年
の
終
わ
り
に
そ

の
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
互
い
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
忘
れ
る
と
共
に
新

し
い
１
年
に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た

に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
起
源
は
、
鎌
倉
時
代
に
行
わ

れ
て
い
た
連
歌
を
詠
み
合
う
行
事

「
年
忘
れ
」
が
由
来
だ
そ
う
で
、
現

在
と
は
異
な
り
、
貴
族
や
武
士
な
ど

が
行
う
厳
粛
な
会
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
、

政
府
の
官
僚
や
学
生
を
中
心
に
行
わ

れ
、
官
僚
は
ボ
ー
ナ
ス
が
出
た
頃
、

学
生
は
年
末
年
始
の
帰
省
前
に
集
ま

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
い
た
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
食
べ
す
ぎ
・
飲
み

す
ぎ
に
は
注
意
し
つ
つ
、
気
持
ち
を

新
た
に
新
年
を
迎
え
た
い
で
す
ね
!

ジャグリングパフォーマンスＫuro
２００７ふるさと・ふれあい広場くりやまから

ご厚志ありがとうございます

　平成19年６月21日以降平成19年11月20日までに

　社会福祉事業資金としてお寄せいただいた方

●金一封

栗山カラオケ同好会（西脇　晃会長）様

　　チャリティーカラオケ合同発表会益金

中　井　 　　　様 （湯　地） 母の逝去による供養

天皇皇后両陛下栗山町奉迎実行委員会

（松原　正和委員長）様

●社会福祉貢献者表彰……………………２

●ふるさと・ふれあい広場くりやま……３

●赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動…４

●社会福祉協議会事業報告………………５

●生活福祉資金貸付制度のご案内………６

●冬休み体験ボランティア………………７

●知って得する福祉なんでも講座………８

篠　原　修　子 様 （中央３） 夫の逝去による供養

（株）栗山ホテルパラダイスヒルズ様

　　谷本知美チャリティーディナーショー益金

谷　口　弘　子 様 （錦　２） 夫の逝去による供養

栗山手うちそば愛好会（長町　剛会長）様

栗山高等学校生徒会　様

栗山菊好友会（松本　登志雄代表）様

　　菊花展即売益金

くりやま社協だより ２００７．１２くりやま社協だより ２００７．１２
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　社協では、「地域で生活するあらゆる方々

を支える」視点に立ち、地域が直面する課題

に対応していくために、「知って得する福祉

なんでも講座」を実施しています。

　町内会・自治会・老人クラブ等の集まりの

折に、「興味を持っていること」や「聞いて

みたいこと」などを専門の方から直接お話を

聴き、詳しく知る機会としてご利用下さい。

　講座の内容に応じて、社協が講師派遣の調

整を行いますのでお気軽にご相談ください。

知って得する福祉なんでも講座のご案内

▲

松
栄
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

軽
運
動
に
つ
い
て

▲

錦
ク
ラ
ブ

元
気
の
も
と
は
毎
日
の
食
事
か
ら

▲

中
里
長
寿
会

栗
山
の
歴
史
に
つ
い
て

濃禾
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ボランティア体験してみませんか？
冬休み体験ボランティア参加者募集！
ボランティア体験してみませんか？
冬休み体験ボランティア参加者募集！

４．児童センター体験（高校生以上）
●受入時間　９：００～１６：００

　　　　　※午前・午後の半日体験もで

　　　　　　きます。

●活動内容　児童と遊びを通して交流を

　　　　　　深めます。

５．ハローＥＮＪＯＹ施設体験
●受入時間　１０：００～１６：００

●昼　　食　各自持参

●活動内容

　　利用者と一緒に作業やお話をして交

　流を深めます。

※１月15、16、17日を除きます。

１．老人福祉施設体験
●デイサービスセンター・養護老人ホーム泉徳園
　・受入時間　９：００～１５：００
　・昼　　食　各自持参

●特別養護老人ホームくりのさと
　・受入時間　９：３０～１５：００
　・昼　　食　各自持参
　　　　　※３１０円で施設の昼食を利
　　　　　　用者と一緒にいただけます。

●ガーデンハウスくりやま
　・受入時間　１０：００～１５：００
　・昼　　食　各自持参

　※活動内容
　　利用者とレクリエーションやお話を
　通して交流を深めます。

２．配食サービス体験
●活動場所　総合福祉センターしゃるる

●受入曜日　木・金曜日

●受入時間　８：３０～１３：００

●昼　　食　調理した弁当

●活動内容　弁当の調理と配送、回収し

　　　　　　た弁当箱の洗い作業を体験

　　　　　　します。

３．いきいきコール体験
●受入時間　９：００～１２：００

●活動内容　テレビ電話や電話で高齢者

　　　　　　とお話をします。

◆実施期間　１月10日～１月18日
　　　　　　※月～金曜日（土日、祝日除く）
◆参加対象　小・中・高校生・専門学校生
　　　　　　大学生・興味のある方
◆参加費用　全コース無料
　　　　　　（内容によって一部有料）
◆申込期限　12月25日までお申込み下さい。
◆そ の 他　参加者には事前のオリエンテー
　　　　　　ションがあります。
◆申込み先　栗山町社会福祉協議会
　　　　　　電話：７２－１３２２

【お申込・お問合せ先】

社会福祉貢献者表彰
　11月４日（日）開催の２００７ふる
さと・ふれあい広場くりやまにおいて、
福祉事業に寄与された方々が社会福祉
貢献者として、表彰されました。

【社会福祉功労表彰】

【感謝状贈呈者（高額寄付者）】 ※平成18年11月１日～平成19年10月31日までの１年間にお寄せ頂いたご寄付です。

　１２区町内会長、相談役と

して多年にわたり活動し、地

域の自治及び環境美化活動に

尽力され、地域福祉の向上と

明るく住みよいまちづくりに

寄与する。

山 口 治 夫 様
桜丘２丁目

髙　倉　　　淳 様（松風２丁目）
篠　原　修　子 様（中央３丁目）
森　若　一　治 様（中央４丁目）
長　田　　　勝 様（中央４丁目）
谷　口　弘　子 様（錦 ２ 丁 目）
中　井　     　様（湯　　　地）
橋　元　  　猛 様（角　　　田）
栗山高等学校生徒会 様

濃禾

　月見草の会会員・役員とし

て多年にわたり会を支え、各

種ボランティア活動に積極的

に参加し、地域福祉の向上に

寄与する。

川 浦 昭 子 様
朝日４丁目

　松栄町内会福祉部長として

多年にわたり、地域の高齢者

福祉事業に積極的に取り組み、

健康で明るいまちづくりに寄

与する。

高 橋 光 雄 様
松風４丁目

　障がいを克服し、率先社会

に溶け込み１１年にわたり(

有)藤島園芸に勤められ、職

員の信望も厚く、その努力は

他の障がい者の模範となって

いる。

瀧 沢　  恵 様
旭　台

【障がい者福祉表彰】

▲

栗
山
高
校
で
は
、
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
平
成
元
年
か
ら
毎
年
、
学

校
祭
バ
ザ
ー
で
売
り
上
げ
た
収
益
金

を
全
額
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

吉田会長に全国社会福祉協議会会長表彰
　栗山町社会福祉協議会役員として多年にわたり会の運営推進に尽力して

いる吉田輝雄会長（中里）が、このほど全国社会福祉協議会会長から表彰

されました。

　吉田会長は昭和５９年本会理事に就任以来、平成１２年からは会長とし

て活動しており、現在、空知管内社会福祉協議会副会長、栗山町身体障害

者福祉協会会長、知的障害者授産施設監事など福祉関係団体役員としても

活躍、幅広い地域福祉活動の功績が認められての受賞となりました。



生活福祉資金貸付制度のご案内
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２
０
０
７
ふ
る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
広
場
く
り
や
ま

　
　
～

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
、

　
　
　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
を
実
現
し
よ
う
！
～▲ピエロのりんりんと記念写真。

　
11
月
４
日
、「
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
、
心

の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
を
実
現
し
よ
う
!
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
２
０
０
７
ふ
る
さ
と
・

ふ
れ
あ
い
広
場
く
り
や
ま
」
を
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
「
ふ
れ
あ
い
広
場
く
り
や
ま
」

と
「
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
２
０
０
７
」
の

共
催
で
、�

郷
土
芸
能
の
理
解
と
振
興
を
図

り
、
町
民
み
ん
な
の
手
に
よ
る
み
ん
な
の

た
め
の
福
祉
推
進
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
!

　
10
時
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

出
演
順
に
み
の
り
太
鼓
、
栗
山
親
子
獅
子

舞
、
か
さ
お
ど
り
（
栗
山
・
角
田
・
継
立
）
、

く
り
や
ま
Ｏ
Ｈ
!
夢
乱
咲
、
め
ぐ
み
幼
稚

園
、
銭
だ
い
こ
、
艶美
火
舞
羅
の
計
７
団
体

と
ピ
エ
ロ
の
り
ん
り
ん
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
Ｋ
ｕ
ｒ
ｏ
の
２
組
の
芸

人
さ
ん
に
よ
る
熱
い
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
会
場
は
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

福
祉
介
護
用
品
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー
・
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
約
１
，
３
０
０
名
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
大
抽
選
会
で
は
、
見
事
に
幸

運
を
手
に
し
た
80
名
に
景
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

▲準備や片付けは出店団体、企業ボラン
ティアのエイブルスティックさんなど
のご協力により行いました。

▲

た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た

▲

め
ぐ
み
幼
稚
園
の
発
表

▲

幸
運
を
手
に
し
た
喜
び
の
瞬
間
!

▲

く
り
や
ま
Ｏ
Ｈ
!
夢
乱
咲

生活福祉資金貸付制度のご案内
◆生活福祉資金貸付制度とは？
　　生活福祉資金貸付制度は、厚生労働省の要綱

　に基づき、他の貸付制度が利用できない、また

　は他制度を活用しても不足が生じる低所得世帯

　や障がい者・高齢者世帯の経済的自立と生活の

　安定を目指す制度です。

◆制度をご利用いただける方
　　●低所得世帯／世帯収入が一定基準以下の方

◆貸付する条件
　　●原則として連帯保証人が１名必要です。

　　●お住まいの地域の民生委員による指導のも

　　　とに貸付、償還を行います。

　　●債務整理中の方は利用できません。

　　●発注・購入及び支払済みの経費は対象外です。

◆返済方法等
　　●返済は元金・利子均等の口座振替による月

　　　賦返済で、郵政公社または北海道銀行・北

　　　洋銀行のみご利用できます。

　　●貸付利息は年３％です。（修学資金及び療

　　　養・介護資金は無利子）

　　●約束された期間に返済できなかった場合、

　　　残元金に対して延滞利子（年10.75％）が

　　　日割りで加算されます。

◆申込み・お問合せ
　　●ご相談、申込みの窓口はお住まいの社会福

　　　祉協議会または地域の民生委員です。

　　　どうぞお気軽にお問い合わせください。

　　●相談受付・貸付申請から実際の貸付までに

　　　は審査等があり、１カ月程度かかりますの

　　　で、お急ぎの場合はお早めにご相談下さい。

　　●障がい者世帯／身体障害者手帳、療育手帳、

　　　　　　　　　　精神障害者福祉保健手帳の

　　　　　　　　　　交付を受けている方の属す

　　　　　　　　　　る世帯

　　●高齢者世帯／６５歳以上の介護を必要と

　　　　　　　　　　する高齢者の属する世帯

　貸付対象となる世帯年間収入の目安

　　世帯人員　　　 年間世帯収入

　　１人世帯　　３６０万円程度まで

　　２人世帯　　４２０万円程度まで

　　３人世帯　　４８０万円程度まで

　　４人世帯　　５４０万円程度まで

　　５人世帯　　６００万円程度まで

　　以下１人当たり加算額：６０万円

２,８００,０００円以内

４,６００,０００円以内

１,１００,０００円以内

１,３００,０００円以内

５００,０００円以内

１,２００,０００円以内

２,０００,０００円以内

４,７０４,０００円以内

月額　３５,０００円以内

月額　６０,０００円以内

月額　６０,０００円以内

月額　６５,０００円以内

５００,０００円以内

１,７００,０００円以内

１,５００,０００円以内
５０,０００円以内
１００，０００円以内

貸付限度額

低所得世帯

障害者世帯

低所得世帯

障害者世帯

福　 　　祉　 　　費

障害者等福祉用具購入費

障害者自動車購入費

中国残留邦人等国民年金追納費

高 　　校

高等専門学校

短期大学

大 　　学

就 学 支 度 費  

資 金 種 類

１２カ月以内

１８カ月以内

６カ月以内

６カ月以内

卒　業　後

６カ月以内

６カ月以内

１２カ月以内

２カ月以内

１２ヵ月以内

据　置

７年以内

９年以内

８年以内

３年以内

６年以内

１０年以内

１５年以内

５年以内

７年以内

�４カ月以内
８カ月以内

７年以内

償　還

３％

３％

無利子

無利子

３％

３％

３％

利　子

生 業 費

技能修得費

更生資金

福祉資金

修学資金
修学費

療養・介護等資金

災 害 援 護 資 金

緊 急 小 口 資 金

離職者支援資金
月額 ２００,０００円以内

（単身世帯は１００,０００円以内）

◆生活福祉資金貸付限度額と条件 《平成19年８月現在》

（ただし、住宅を増築、改築、拡張、補修、
保全又は公営住宅法第２条第２号に規定す
る公営住宅を譲り受けるのに必要な場合は
２，５００，０００円以内）

（ただし貸付

額により段階

的に確定）

（ただし、左記住宅
を増築等又は公営
住宅の譲り受けの
場合は７年以内）
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運
動
は
共
同
募
金
が
10
月
１

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
は
12
月
１

日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
募
金
活
動
は
、
地
域
の
共
同

募
金
委
員
さ
ん
を
通
し
て
展
開

さ
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
19
年
度
目
標
額

　
○
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
２
，
２
８
９
，
７
０
０
円

　
○
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
　
１
，
２
０
０
，
０
０
０
円

赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

    

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
を
！

私たちの募金は
どんなことに使われてるの？

・老人クラブ連合会助成

・あったかサンタの贈り物

・高齢者歩行補助杖給付

・家族介護者リフレッシュ事業

◆高齢者支援事業
・社協広報紙「プラス愛」の発行

・ふれあい広場開催

・ボランティア団体助成

・ボランティア活動普及

・花いっぱい運動

・ふれあいサロン

・人にやさしい愛らぶ活動

・知って得する福祉何でも講座

・心配ごと相談所運営

◆住民全般を対象とした
　福祉活動事業

・青少年育成会助成

・ふれあい広場開催

◆児童・青少年支援事業

・障がい者団体事業助成

・障がい者団体活動促進事業助成

・ふれあいレクリエーション大会助成

◆障害児者支援事業
・福祉車両購入事業

・小規模作業所整備事業

・災害（地震、水害等）支援事業

・行事用テント購入事業

◆北海道各地の社会福祉事業へ

街
頭
募
金
へ

１
１
１
，
１
１
３
円

　
街
頭
募
金
は
、
継
立
神
社
祭

と
栗
山
天
満
宮
祭
典
時
に
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
栗
山
天
満
宮
祭
典

の
25
日
が
雨
天
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
26
日
に
実
施

し
、
約
90
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
１
１

１
，
１
１
３
円
の
募
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
　

　
栗
山
小
学
校
（
竹
中
泰
則
校

長
）
の
４
年
生
90
名
を
対
象
に

福
祉
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
１
回
目
は
、
「
福
祉
っ
て
何

だ
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
人
そ
れ

ぞ
れ
の
違
い
や
視
覚
、
聴
覚
の

障
が
い
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム
等
を

通
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
、
あ
お
ぞ
ら
介
助

の
会
代
表
社
員
の
佐
藤
正
尋
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
障
が

い
者
と
健
常
者
は
、
同
じ
人
間

な
の
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
先
生
は
、
幼
少
時
に
高

熱
を
患
い
、
「
脳
性
ま
ひ
」
の

診
断
を
さ
れ
、
施
設
生
活
を
し
、

30
歳
に
施
設
を
出
て
、
介
助
者

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

自
立
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
は
、
そ
の
日
常
生
活
を

撮
影
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ビ
デ

オ
（
ち
ょ
っ
と
青
空
）
が
上
映

さ
れ
、
先
生
は
「
人
は
１
人
で

は
生
き
ら
れ
な
い
、
様
々
な
関

係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
自
分
と
い

う
存
在
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は
、「
脳
性
マ
ヒ
と

い
う
病
気
は
全
然
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ビ
デ
オ
と
お
話
で

栗
山
小
４
年
生

　
　
　
福
祉
を
学
ぶ

▲

栗
山
中
学
校
よ
り
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た

▲

継
立
神
社
祭
で
の
街
頭
募
金

ご存知ですか？共同募金の税制優遇措置

●会社法人の寄付金
　　会社法人からの共同募金への寄付金は、税制上全
　額損金の扱いとなります。
　　法人の課税対象となる所得から、当該法人が支出
　した寄付金額の全額が、一般寄付金の損金算入限度
　額の枠とは別枠として、控除されます。
●参考:北海道共同募金会のホームページ
 （http://www.akaihane-hokkaido.jp)

▲

栗
山
天
満
宮
祭
典
で
の
街
頭
募
金

家族介護者リフレッシュ事業 話の聴き方講座　～施設体験～
　６月から７月にかけて４回開催しました話

の聴き方講座受講者を対象に安平町の特別養

護老人ホームにおいて、苫小牧傾聴ボランテ

ィア・アガペーの会（千葉重利代表）と合同

で、傾聴活動を体験いたしました。

　参加者８名は、講座で学んだことを実践し、

傾聴活動への理解を深めました。また、参加

者からは「栗山町にも施設がありますので、

これから活動できれはなあと思っています」

との声がありました。　

　社協では、寝たきりや認知症の高齢者を在

宅で介護している方々を対象に家族介護者リ

フレッシュ事業を実施いたしました。

　介護者７名が参加いただき、支笏湖畔丸駒

温泉にて入浴をしつつ、お互いに日頃のこと

を話し、交流をいたしました。

　参加者からは、「久しぶりに町外に出て、

気分転換ができた」との声がありました。

－　５　－

　
現
在
の
第
３
期
地
域
福
祉
実

践
計
画
が
平
成
19
年
度
で
終
期

と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成20
年

度
を
初
年
度
と
し
て
、
平
成24

年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
計
画
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
。

●
策
定
委
員
会
委
員
氏
名

　
友
　
成
　
光
　
男
　

　（
栗
山
町
内
連
合
会
会
長
）

　
渋
　
谷
　
悦
　
郎

　（
と
き
わ
町
内
会
会
長
）

　
市
　
川
　
耕
　
一

　（
角
田
町
内
連
合
会
会
長
）

　
高
　
橋
　
松
　
男

　（
栗
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

）

　
藤
　
田
　
敦
　
子

　（
栗
山
町
女
性
団
体
連
絡
会
会
長
）

　
月
　
輪
　
淳
　
裕

　（
栗
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

）

　
斉
　
藤
　
幸
　
浩

　（
栗
山
町
青
少
年
育
成
会
会
長
）

　
下
　
山
　
梅
　
子

　（
栗
山
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長

）

　
坂
　
本
　
　
　
武

　（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栗
山
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
理
事
長

）

　
菊
　
池
　
鉄
　
男

　（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
管
理
課
長
）

　
小
野
　
司

　（
栗
山
町
住
民
福
祉
課
課
長
）

　
獅
々
堀
　
重
孝

　（
栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
部
長

）

　
椛
澤
　
忠
彦

　（
栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
部
副
部
長

）

第
４
期
地
域
福
祉

　
実
践
計
画
策
定
委
員
会

▲

佐
藤
先
生
と
一
緒
に
記
念
写
真

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
し
ゃ
べ

り
た
い
け
ど
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ

な
い
。
け
ど
、
佐
藤
さ
ん
は
、

す
ご
く
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

僕
は
そ
れ
を
み
な
ら
い
ま
す
。
」

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

▲

福
祉
っ
て
何
だ
ろ
う
？


